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1. はじめに 

近年、様々なディスプレイが使われている．中でも

スマートフォンとタブレットの普及率は急速に増加し

ている．総務省の調査によると図 1に示すように、ス

マートフォンとタブレットの普及率は急速に増加して

いることがわかる． 

 
図 1 主要情報通信機器の普及状況[1] 

しかし、それぞれのディスプレイは孤立しているた

め、閲覧しているディスプレイを変えるときに、コン

テンツを再検索しなおさないといけない． 

そこで、ディスプレイを変更する際にコンテンツを

再検索することなく、スムーズな画面切り替えを可能

にするシステム「Screen Chaser」を提案する． 

 

2. 関連研究・技術 

 斎藤功冶ら[2]の研究では、分散ディスプレイ環境の

中でディスプレイ間の連携を可能にするシステム

RICA （ Reconfigurable Inter Communication 

Appliances）を提案している． 

また最近では、テレビの HDMI 端子に差し込むタイ

プの小型メディアストリーミング端末である、

「Chrome cast」や SONY が提案している「Wi-Fi 

Direct」がディスプレイ間の連携技術として注目され

ている．しかし、これらは特定の機器や Wi-Fi 環境が

必要であること、特定のアプリケーションにしか対応

していない、表示ディスプレイがテレビのみであるこ

となどが問題点として挙げられる． 

3. Screen Chaser の構成 

Screen Chaser は、主に閲覧中のコンテンツ情報

共有と表示端末の自動切り替え判定の 2 つのモジュ

ールで構成されている． 

3.1. 閲覧中コンテンツの情報共有 

図 2 にコンテンツ情報共有の仕組みを示す．主に

タスク情報の取得とインテントを利用したアプリケ

ーションの自動起動で構成されている． 

 
図 2 Screen Chaser のコンテンツ情報共有の仕組み 

3.1.1. タスク情報の取得 

 閲覧中のコンテンツはタスク情報を取得するこ

とで知ることができる．アクティビティマネージャ

ーより、実行中のアプリケーションのタスク情報を

参照し、パッケージ名とクラス名を取得する．  

3.1.2. 履歴の URL 取得 

 閲覧中のコンテンツが Web ブラウザの場合、履

歴より URL を取得する必要がある．ブックマーク

内の履歴を参照し、日時情報を利用して最新履歴の

URL を取得する． 
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3.1.3. インテントによるアプリケーション起動 

タスク情報から取得したパッケージ名とクラス

名を用いてインテントを生成し、Android システム

に渡すことで対応するアプリケーションを起動さ

せることが可能である（明示的インテントの利用）．

また、Web ブラウザの起動には、URL のみを用い

てインテントを生成し、Android システムに渡すこ

とでその URL の Web ページを自動で開くことが

可能である（暗黙的インテントの利用)． 

3.1.4. バックグラウンドでの処理 

 Screen Chaser は、スムーズな画面切り替えを目

的としているため、画面切り替えの際に起動させる

のではなく、常にバックグラウンドサービスとして

動作するように実装した． 

3.2. 表示端末の切り替え判定と情報の送受信 

3.2.1. 切り替えトリガー 

Bluetooth接続をしている状態で予め設定された

トリガーを感知すると、タスク情報を取得する仕組

みになっている．トリガーは、端末の内蔵センサの

値の変化を用いて、シチュエーションを推定する．

本研究では照度センサを利用して、端末をポケット

にしまった時を感知する． 

3.2.2 Bluetooth 通信による情報の送受信 

 情報の送受信を行うのに Bluetooth 通信を利用

した．まずアプリケーション起動時に Bluetooth の

使用許可を求める通知を出し、次にデバイス検索機

能を用いて検出し、選択することで Bluetooth 接続

を確立させる．   

 

4. 評価実験 

4.1. 実験方法 

実験 1、実験 2の 2つの実験を被験者 20 名に対して

行う．実験 1は、普段スマートフォンからタブレット

に持ち替える際に閲覧していたコンテンツをタブレッ

トで表示するために再検索する時の所要時間の検証、

実験 2は、Screen Chaser を利用した時のスマートフ

ォンからタブレットへの画面切り替えの所要時間の検

証を目的とする．また、実験後にユーザビリティの評

価アンケートを行った． 

4.2. 実験結果と考察 

 実験 1、実験 2 において、被験者 20 名の平均所要時

間と標準偏差をまとめたものを表 1 に示す．またアン

ケート項目と集計結果をそれぞれ図 3 と図 4 に示す． 

表 1 実験 1,2 の平均所要時間と標準偏差 

 

 
図 3 アンケート項目 

 
図 4 アンケートの集計結果 

 表 1 より、Screen Chaser を利用した方が画面切り

替えに要する時間が約 8 倍も速かいことがわかる．ま

た、ユーザビリティのアンケートでは、5 つの評価因

子すべてにおいて高評価を得られた． 

 

5. 結論 

 本研究では、Android 端末においてスムーズな画面

切り替えを可能にするアプリケーションの開発を行っ

た．被験者 20 名に対して行った評価実験では、高い評

価が得られた．今後は、内蔵センサを用いた新たな切

り替えトリガーや端末の自動接続を可能にし、より多

くのシチュエーションに利用できるシステムに発展さ

せる必要がある． 
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